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研究成果の概要（和文）：日米のポスト産業化期の人々の生活と、社会意識の変化を追う長期追

跡パネル・データを解析し、２つの社会に共通する傾向と、文化的差異を見出した。日本社会

は 1980 年前後から 2000 年代中ごろまで、社会構造、家族構造、職業構造ではおおよそ安定し

た状態にあった。そのため、この時代を生きた人びとにみられる社会意識の変容は、原則的に

は個人の加齢による変化を主要因とするものであった。しかしそうした安定性を前提としたう

えで、いくつかの重要な価値変動の経過も観察された。 
 
研究成果の概要（英文）：Examining the long term comparable follow up survey data in 
post-industrial phase, this study clarifies the similarities and differences in Japanese and 
the US societies. Japan spent an era of stability from the beginning of 80s’ to the middle of 
00s with respect to family, occupational and other social structures. We confirmed that the 
main determinant of the changes in social psychology was basically one’s aging during this 
period in Japan. This reflects the fundamental stability of psychological functioning of 
Japanese people. In spite of the fact, remarkable transformations in value orientations and 
public opinions were also observed. 
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１．研究開始当初の背景 
 日本の階層意識研究は、1980 年代までに
マルクス主義社会階級論や総中流論、数理的
アプローチによる階層帰属意識研究により
一旦はめざましく発展した。これらはいわば

昭和の日本人の階層意識についての研究に
よるものであった、ということができる。 

しかし翻ってみれば、現在この同じ世代の
人びとが、超高齢社会・格差社会といわれる
日本社会で生活しているのである。 



それゆえ、時系列情報を組み込んだ大規模
社会調査データを収集・解析することにより、
この生年世代の人びとの社会意識の平成期
の変化を把握することは、現代社会論の大き
な課題のひとつとみることができる。 

本研究は、H16 年度から H18 年度まで実
施していた科学研究費補助金研究 基盤研
究(A)「職業と家族とパーソナリティについて
の同一パネル長期追跡調査」(研究代表者: 
吉川徹)を引き継ぎ、同研究によって収集され
ていた、現代日本における長期追跡パネル調
査データの解析を行なうことを目的とした
ものである。 

この調査データは、1980 年代に階層意識
調査として実施された「職業と人間」調査の
流れを受け継ぐものであり、わが国ではきわ
めて貴重な、世帯単位の日米比較のパネル・
データ・セットである。そこで、このプロジ
ェクトを企画・設計した大阪大学大学院人間
科学研究科社会環境学講座を拠点とするわ
れわれのグループが、引き続き解析の研究組
織の母体となり、解析と結果報告を遂行して
いくことが目指された。 
 
２．研究の目的 
 具体的な研究の目的は、1964 年から 1994
年まで全米で実施された職業とパーソナリ
ティ長期追跡研究と、その比較対照調査とし
て1979年から2006年までに実施された日本
の職業と人間研究のデータを分析すること
にある。この比較分析により、同じくポスト
産業化の時代局面にある日本とアメリカと
いう 2つの社会に共通する傾向は何であって、
文化・歴史的背景の違いに基づく異質性の大
きさはどの程度なのかということを、データ
に基づいて明らかにできる。 
 くわえて日本の長期追跡データを詳しく
みると、1980 年代から今日までの日本社会
の変動の過程を、個人の人生経過と関連付け
ながら論じることも可能になる。これは、日
米比較と同時に、日本人の社会意識の変動の
実態を把握することにつながる。 
 
３．研究の方法 
 2007 年には、おおよその面接調査が終えら
れていた、長期追跡パネル・データの再訪問
による最終回収を行なった。得られたデータ
は、クリーニングしてひとまず整理された。 

引き続いて、共同研究組織と連携をとり、
アメリカのデータを手元に取り寄せ、その形
状に合わせて日米のデータを厳密に比較可
能な形式にコーディングしていった。 

こうして日米比較データセットが作成さ
れると、そのパラレルな形状のデータを解析
した。これは 2008 年にアメリカ側の研究協
力者であるメリーランド州立大学の Carmi 
Schooler 教授を招聘し、およそ 1ヶ月の間の

集中的な共同研究として進めた。その際、長
期追跡パネル調査特有の課題であるサンプ
ル数の少なさについて、多母集団同時分析な
どの手法で補いながら解析する手法を研究
した。 
この日米比較データは、世界的な規模で実

施されてきた、Work and Personality プロジ
ェクトの中で、きわめて重要な位置を占める
ものとなっている。そこで分析結果は、国内
外の学会での報告の後、現時点では投稿論文
として国際雑誌に投稿中である。他方、国内
和文雑誌でも結果の紹介に努めている。 
 他方、このデータは、超高齢社会を迎えた
といわれる現代日本社会を構成する中高年
期の男女が、この四半世紀の間、どのような
人生を歩み、どのように価値観や情緒性を変
容させていったのかを記述するという観点
からも分析報告されている。こちらは、長期
追跡パネル・データを用いて、日本社会の固
有の特性を論じるものとなっている。 
 
４．研究成果 
 研究の成果は、アメリカ社会学会での 2度
の報告をはじめとする計 6本の英語報告、国
内の学会大会でのセッションにおける集中
報告などを経て、論文および書籍として公開
している(一部、投稿中)。 
図書としては、日本国内での Work and 

Personality 研究の初の本格的レビュー書籍
『階層化する社会意識 職業とパーソナリ
ティの計量社会学』（2007 年）を刊行した。
この他に慎重な記述的分析と、多変量解析モ
デルの適用を試みて、その成果は一般学術論
文として報告されている。このほか 2009 年
度には研究成果の報告書冊子を作成し、ネッ
ト公開および印刷配布している。加えて大学
院生が提出した修士学位論文、博士学位論文
においても各自の研究の成果が用いられて
いる。 
他方、長期追跡パネル調査という日本では

未だ前例のない調査方法論に関しては、方法
研究として論文を投稿している。 
研究プロジェクトの最終段階にある現在

は、上記の一連の研究の集大成として、一般
刊行図書を作成中であり、2011 年 9 月に上梓
される予定である。 
 さらに、上記の研究成果の図書・論文とし
ての報告と並行して、日米比較長期追跡パネ
ル・データを一般公開することも積極的に行
なっている。これは大阪大学にある SRDQ デ
ータアーカイブからの発信で、日本語版およ
び英語版のデータセット公開という形で
2010 年より継続しており、すでに多くのアク
セス数を得ている。 
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